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～災害に備えて～

現地画像配信の実動訓練を実施します。

長岡国道事務所では、地震などの災害に備えた取り組みとして、通信衛星を利用した現地画
像配信の実動訓練を実施します。
中越地震や中越沖地震では、山間奥地等での被災映像情報をいち早く当事務所や北陸地方

整備局、関係自治体などに配信し、その後の復旧活動を進める上で効果的な役割を果たしまし
た。
この訓練は、北陸地方整備局が主催する防災通信訓練に参加するもので、当事務所職員を

含め、中越地域を中心とした６事務所を対象に実施します。
今回の訓練では、北陸地方整備局が防災通信機器として各事務所に配備している「Ｋｕ－ＳＡ

Ｔ（ｹｲﾕｳｻｯﾄ）」（衛星小型画像伝送装置）及び衛星通信車を使用して、実動訓練を実施します。

１．実施日時：平成２３年７月２６日（火） ９：３０～１６：００ 実動訓練

（長岡国道事務所構内にて実施）

※雨天時には、延期する場合がありますのでご了承ください。

２．実施場所：長岡国道事務所構内

３．訓練内容：Ｋｕ－ＳＡＴ（衛星小型画像伝送装置）の実動訓練
衛星通信車の実働訓練

Ｋｕ－ＳＡＴ及び衛星通信車は直轄管理区間の災害だけでなく、自治体からの要請により貸し出しも
行っています。

※Ｋｕ－ＳＡＴとは、日本から見てほぼ南方向の地上約３６，０００ｋｍの静止軌道にある通信衛星を利
用して画像（動画）の通信を行うことのできる装置で、地上波では通信の難しい地形の災害現場におい
ても、リアルタイムに現地画像情報を収集できるものです。なお、「Ｋｕ」とは衛星通信に使用される「Ｋｕ
バンド」という周波数帯を意味するもので、ＣＳ放送などで使用される「Ｃバンド」より高い周波数であるた
め、大容量の情報通信が可能であり、アンテナが小型化できるという特徴があります。また、「ＳＡＴ」は
「サテライト＝衛星通信」を意味しています。



中越・中越沖地震の経験を踏まえ、安全で安心な地域づくりを中越・中越沖地震の経験を踏まえ、安全で安心な地域づくりを

中越地震や中越沖地震の際、「Ｋｕ－ＳＡＴ」を活用し、被災状況を映像にて迅速に把握で

きたことで早期の応急復旧につながりました。

この経験を踏まえ、職員が素早く「Ｋｕ－ＳＡＴ」を操作できるように実動訓練を行います。

H19.7中越沖地震におけるKu-SATによる現地画像の配信

平成１９年７月に起きた中越沖地震での、装置設営状況と実際に伝送された映像です。現地に運搬して

から概ね４５分程度で画像を伝送しました。

衛星通信訓練運用イメージ図

衛星通信訓練の運用の概要は、上記イメージ図のとおりです。災害現場から通信衛星を介して北陸地方

整備局や長岡国道事務所、光ケーブルによる伝送や装置の貸し出しによる関係自治体での映像の受信も可

能です。

また、通信衛星による伝送であるため、山岳地帯の現場からも伝送が可能です。

現地設営状況（長岡市大積千本地先）

画像伝送


